
 

２０２３年１０月２９日 宗教改革主日礼拝説教 

「償いよりも赦しを」（ローマ３章１９～２８節） 

 

〇ローマ３章１９～２４節について 
 

「律法を実行することによっては、だれ一人 神の前で義とされない」（２０節） 
 

☞神の救い、罪の赦しは、人の〈行い〉や〈献げ物〉によっては得られない。 
 

「キリストを信じることにより、信じる者すべてに与えられる 神の義」（２２節） 
 

問：どのようにしてキリストを信じれば、神の義しさを受けられるのか？ 
 

今日の みことば：ローマ３章２５節 

「神
かみ
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て、その血
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と  なさいました。」 
 

つねに義しき神は、人の背きや罪を見逃さず、裁きと報いをもって、ご自身の  

義しさを示される。しかし、罪を償えず、赦しに届かない〈わたしたち〉のため 

神は、罪なき独り子イエスを十字架の上に献げ、神の怒りと罪への罰を下された。 

 

〇ヨハネ８章３６節の みことば 
 

「だから、もし子が あなたたちを自由にすれば、あなたたちは 本当に自由になる。」 
 

☆キリストは〈十字架〉〈よみがえり〉によって、あなたを〈神の裁き〉から救い 

出し、〈死すべき命〉を新たにし、〈罪の支配〉より解き放って、自由にされた。 
 

「わたしは 彼らの悪を赦し、再び 彼らの罪に 心を留めることはない。」（エレミヤ３１章３４節） 
 

※神は、十字架のゆえに、わたしたちを絶えず赦し続け、あなたの罪ではなく、

赦された者のうちにある〈キリストの義しさ〉を御心に留めてくださる。 

 

＊聖書翻訳本文は日本聖書協会『聖書 新共同訳』からの引用です。 

 


